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米
国
は
台
湾
有
事
を
あ
お
っ

て
自
衛
隊
と
米
軍
と
の
一
体
化

を
進
め
、
対
中
国
の
最
前
線
に

立
た
せ
て
い
る
。
岸
田
政
権
は

こ
れ
に
呼
応
し
、
安
保
３
文
書

の
改
定
な
ど
で
﹁
専
守
防
衛
﹂

か
ら
﹁
敵
基
地
攻
撃
﹂
を
可
能

と
す
る
防
衛
政
策
の
大
転
換
を

行
い
、
沖
縄
を
は
じ
め
南
西
諸

島
で
の
基
地
強
化
、
戦
争
準
備

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

民
間
空
港
で
自
衛
隊
機
訓
練

　
陸
海
空
３
自
衛
隊
に
よ
っ
て

11
月
10
日
か
ら
実
施
さ
れ
た

最
大
規
模
の
実
動
演
習
﹁
自
衛

隊
統
合
演
習
﹂
に
は
、
自
衛
隊

約
３
万
人
に
加
え
米
軍
１
万
人

も
参
加
、
沖
縄
や
南
西
諸
島
で

米
軍
と
の
共
同
訓
練
が
行
わ
れ

た
だ
け
で
な
く
、
戦
時
体
制
の

強
化
は
九
州
本
土
を
は
じ
め
全

国
に
広
げ
ら
れ
た
。
今
回
、
九

州
と
中
国
地
方
の
四
つ
の
民
間

空
港
で
は
戦
闘
機
の
離
着
陸
訓

練
も
実
施
さ
れ
た
。
空
自
の
基

地
が
攻
撃
に
よ
っ
て
使
用
で
き

な
く
な
る
想
定
で
、
自
衛
隊
の

戦
闘
機
が
民
間
空
港
で
離
着
陸

訓
練
を
す
る
の
は
、
軍
民
共
用

空
港
を
除
い
て
初
め
て
で
あ

る
。
岸
田
政
権
が
昨
年
末
に
閣

議
決
定
し
た
安
保
３
文
書
で

﹁
有
事
に
お
い
て
、
部
隊
等
の

能
力
を
最
大
限
発
揮
す
る
﹂
た

め
﹁
民
間
の
空
港
、
港
湾
施
設

戦争準備の日米合同訓練に反対する沖縄県民

実
戦
想
定
の
民
間
施
設
で
の
訓
練
拡
大

等
の
利
用
拡
大
を
図
る
﹂
と
し

た
の
を
具
体
化
し
た
も
の
。
大

分
空
港
で
は
、
空
自
築
城
基
地

︵
福
岡
県
︶
が
使
え
な
く
な
っ

た
と
し
て
Ｆ
２
戦
闘
機
が
着

陸
、
給
油
、
整
備
訓
練
な
ど
を

行
っ
た
。
岡
山
空
港
で
も
同
種

の
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
徳
之
島

空
港
や
奄
美
空
港
で
は
、
空
自

那
覇
基
地
の
Ｆ
15
戦
闘
機
が

タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
訓
練

を
行
っ
た
。

　
岸
田
政
権
は
民
間
空
港
・
港

湾
な
ど
を
、
自
衛
隊
が
よ
り
使

い
や
す
く
す
る
た
め
整
備
や
機

能
強
化
を
進
め
る
と
し
て
い

る
。
報
道
に
よ
る
と
、
沖
縄
や

九
州
、
四
国
を
中
心
に
約
40

の
空
港
や
港
湾
を
候
補
地
と
し

て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
既
に
地

元
自
治
体
と
調
整
を
始
め
て
い

る
。
民
間
空
港
で
は
、
沖
縄
県

の
与
那
国
、
新
石
垣
、
宮
古
の

３
空
港
で
滑
走
路
の
延
長
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
﹁
有

事
の
際
の
対
応
も
見
据
え
た
平

素
か
ら
の
利
活
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
作
り
﹂
を
行
い
、
自
衛

隊
が
民
間
施
設
を
優
先
使
用
で

き
る
よ
う
に
、
管
理
者
で
あ
る

自
治
体
に
申
請
手
続
き
を
必
要

と
し
な
い
調
整
の
枠
組
み
を
作

ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
今
回
の
訓
練
で
、
鹿
児
島

県
・
徳
之
島
で
は
19
日
、
陸

自
水
陸
機
動
団
と
海
自
が
連
携

し
て
上
陸
す
る
訓
練
や
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
畑
へ
の
空
自
輸
送
機
か

ら
陸
自
第
１
空
挺
の
隊
員
降
下

訓
練
な
ど
島
嶼
︵
と
う
し
ょ
︶

防
衛
を
想
定
し
た
着
陸
・
上
陸

訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
は
﹁
台
湾
有
事
﹂
で

軍
事
介
入
し
た
米
軍
を
支
援
す

る
た
め
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
で
自
衛
隊
が
武
力
行
使
に
乗

り
出
す
事
態
を
想
定
し
た
演
習

で
あ
る
。
戦
場
は
日
本
全
体
に

広
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　ト
マ
ホ
ー
ク
配
備
を
繰
り
上
げ

　
米
国
務
省
は
17
日
、
巡
航

ミ
サ
イ
ル
﹁
ト
マ
ホ
ー
ク
﹂
最

大
４
０
０
発
の
日
本
へ
の
売
却

を
承
認
し
、
議
会
に
通
知
し
た

と
発
表
し
た
。
関
連
シ
ス
テ
ム

な
ど
と
合
わ
せ
た
総
額
は
計
約

23
億
５
０
０
０
万
ド
ル
︵
約

３
５
０
０
億
円
︶
に
上
る
。

　
ト
マ
ホ
ー
ク
は
、
日
本
が
導

入
す
る
﹁
反
撃
能
力
﹂
の
手
段

と
し
て
、
今
年
10
月
の
日
米

防
衛
相
会
談
で
、
従
来
型
２
０

０
発
の
配
備
を
当
初
予
定
よ
り

１
年
早
め
、
25
年
度
か
ら
と

す
る
こ
と
で
一
致
し
て
い
た
。

最
新
型
２
０
０
発
は
26
年
度

か
ら
導
入
す
る
予
定
。

陸
自
と
英
陸
軍
が
実
動
訓
練

　
陸
上
自
衛
隊
と
英
国
陸
軍
は

15
日
、
群
馬
県
の
陸
自
演
習

場
で
共
同
の
実
動
訓
練
を
開
始

し
た
。
双
方
の
部
隊
の
往
来
を

し
や
す
く
す
る
﹁
円
滑
化
協
定

︵
Ｒ
Ａ
Ａ
︶
﹂
を
今
回
初
め
て

適
用
し
た
。
英
国
と
の
訓
練

は
、
米
国
に
次
い
で
安
全
保
障

面
で
の
﹁
準
同
盟
﹂
が
実
践
段

階
に
入
っ
た
と
い
え
る
。
合
同

演
習
は
26
日
ま
で
、
陸
自
の

相
馬
原
︵
群
馬
県
︶
や
関
山

︵
新
潟
県
︶
、
王
城
寺
原
︵
宮

城
県
︶
な
ど
で
行
わ
れ
る
。

　
次
期
戦
闘
機
の
開
発
で
も
英

国
、
イ
タ
リ
ア
と
の
共
同
開
発

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
日
米
や

日
英
だ
け
で
な
く
日
仏
、
日
独

な
ど
と
の
多
国
間
の
軍
事
協
力

も
一
段
と
進
ん
で
い
る
。
中
国

や
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

︵
朝
鮮
︶
に
対
す
る
軍
事
的
対

抗
が
狙
い
で
あ
る
。

沖
縄
に
米
軍
有
事
即
応
部
隊

　
米
海
兵
隊
は
15
日
、
沖
縄

に
駐
留
す
る
第
12
海
兵
連
隊

を
、
離
島
有
事
に
即
応
す
る
第

12
海
兵
沿
岸
連
隊
︵
Ｍ
Ｌ

Ｒ
︶
に
改
編
し
た
。
重
点
を
大

規
模
な
地
上
戦
か
ら
島
嶼
部
で

の
作
戦
に
移
す
狙
い
。
Ｍ
Ｌ
Ｒ

の
創
設
は
昨
年
の
ハ
ワ
イ
に
続

き
２
例
目
と
な
る
。
今
後
、
新

型
の
無
人
式
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル

シ
ス
テ
ム
﹁
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

︵
ネ
メ
シ
ス
︶
﹂
や
防
空
シ
ス

テ
ム
を
沖
縄
に
配
備
し
、
25

年
ま
で
に
Ｍ
Ｌ
Ｒ
と
し
て
必
要

な
機
動
展
開
能
力
を
整
え
る
予

定
。
Ｍ
Ｌ
Ｒ
は
、
部
隊
を
最
前

線
の
島
嶼
部
に
分
散
し
て
展
開

し
、
対
空
・
対
艦
攻
撃
な
ど
の

拠
点
を
築
い
て
、
米
海
空
軍
の

作
戦
を
支
援
す
る
。
陸
自
は
、

第
15
旅
団
︵
那
覇
市
︶
を

﹁
師
団
﹂
に
格
上
げ
し
、
部
隊

を
増
強
す
る
ほ
か
、
与
那
国
駐

屯
地
︵
沖
縄
県
与
那
国
町
︶
に

地
対
空
ミ
サ
イ
ル
部
隊
を
配
備

す
る
。
今
後
、
Ｍ
Ｌ
Ｒ
と
協
力

し
て
離
島
有
事
に
備
え
た
共
同

訓
練
を
積
み
重
ね
、
実
戦
体
制

を
強
化
す
る
と
し
て
い
る
。

　国
民
生
活
は
悪
化
の
一
途

　
岸
田
政
権
は
、
防
衛
費
の
国

民
総
生
産
︵
Ｇ
Ｄ
Ｐ
︶
比
２
％

へ
の
増
額
の
た
め
増
税
を
決
め

て
い
る
が
、
実
施
時
期
を
先
送

り
し
、
支
持
率
挽
回
を
狙
っ
て

目
先
の
﹁
減
税
﹂
や
﹁
給
付

金
﹂
な
ど
で
国
民
の
目
を
ご
ま

か
そ
う
と
し
て
い
る
が
、
多
く

の
国
民
は
岸
田
の
魂
胆
を
見
抜

い
て
い
る
。
先
に
決
め
た
経
済

対
策
も
借
金
︵
国
債
︶
依
存

で
、
大
企
業
の
懐
は
痛
ま
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
世
論
調

査
で
は
内
閣
支
持
率
は
下
が
る

一
方
で
、
狙
っ
て
い
た
年
内
の

解
散
・
総
選
挙
も
見
送
ら
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。
読
売
の
調

査
で
も
、
若
年
層
で
岸
田
政
権

に
対
す
る
支
持
率
が
下
が
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
多
く
の
若
者
の
生
活
は

苦
し
い
の
だ
。

　
実
質
賃
金
は
下
が
り
続
け
て

い
る
の
に
、
食
料
品
や
日
用
品

の
値
上
げ
が
続
き
、
国
民
生
活

は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。
岸
田
は
﹁
デ
フ
レ
脱
却
の

チ
ャ
ン
ス
﹂
と
言
う
が
、
円
安

な
ど
物
価
高
騰
の
原
因
を
ご
ま

か
し
、
物
価
高
騰
に
苦
し
む
国

民
に
目
を
向
け
ず
、
国
民
感
情

を
逆
な
で
す
る
最
悪
の
政
権
で

あ
る
。
だ
が
、
国
会
の
論
戦
は

相
変
わ
ら
ず
低
調
で
、
国
民
は

野
党
に
も
期
待
で
き
な
い
。

　
国
民
生
活
を
置
き
去
り
に
し

て
米
国
に
追
随
、
軍
備
拡
張
、

戦
争
準
備
に
明
け
暮
れ
る
岸
田

政
権
に
対
す
る
怒
り
を
結
集

し
、
岸
田
政
権
打
倒
の
声
を
全

国
で
上
げ
よ
う
。
　
　
︵
Ｃ
︶


